関東学生探検連盟　4月月一報告会資料兼議事録
場所　拓殖大学　文京キャンパス
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その他資料

関東学生探検連盟　部長会

連盟役員からのお知らせ

東洋大学　月一報告書
発表者：村瀬　大地
■岡山洞窟合宿

2/15～16

文責：荒波　
 e-mail:東洋大探検部へお願いします
活動場所
：岡山県新見市　日咩坂鐘乳穴（ひめさかかなちあな）、宇山洞
参加者
：ＣＬ荒波（４）、ＳＬ鈴木（２）、山口（２・記録）
活動目的
：荒波の宇山洞リベンジ
：岡山の洞窟を体験する
内容・現地情報
：活動目的達成
当日の動き
大雪の影響で、現地到着が大幅に遅れたが、入洞予定だった「牛追い小屋の穴」を翌日に回すことにして、初日は日咩坂鐘乳穴に入洞。
最奥地底湖へ至るにはラダーやザイル等の装備が必要となり、3人では持ちきれないため、今回はフリーで行ける「神の池」までとなった。
非常に大きな吸い込み穴で、「ずどん！」と一本の通路が延びている。ゆるいカーブを描きながら、ひたすら天井の高い通路を進むと、やがて星穴、大穴へと至った。洞内は比較的暖かいが、大穴があるため、風の通る場所はそれほどでもない。到達した「神の池」は渇水期のためか、水が無かった。夏場は水没して、これより先には行けなくなるという。
宿泊は岩中作業所。水道凍結と聞いていたので、水道の栓は最初から確認しなかった。もしかしたら元栓を開ければ出たのかもしれない。
翌日は管理人様へ挨拶に行き、その後牛追い小屋の穴へ。しかし洞口が見つからず。代わりに、謎の坑道を見つけた。石灰の試掘跡かもしれない。内部には真っ白な二次生成物が成長していた。（写真参照）
今回は「ケイビング～入門とガイド～」に掲載されている地図と地形図を照らし合わせて行ってみたが、どうやら地形図の道とは違う道があるようだった。時間が少なくなってきたので宇山洞へ移動。
宇山洞は今回非常に水が少なく、荒波が２年前に訪れた際、行く手を阻んでいた水流は枯れていた。しかし、吸い込み穴のため、さすがに高度を下げると水流が現れた。２度の水くぐりを越えて、最奥を目指す。山口は最奥手前「知恵の輪」が抜けられず、荒波と鈴木が最奥に到達した。最奥にはカエルがいた。
装備
日咩坂鐘乳穴：「神の池」以降はザイル・ラダー多数必要。
宇山洞：今回、念のためザイルを持っていったが、使わなかった。しかし、初心者がいる場合、１０ｍほど用意すると良い。
今後　:  牛追い小屋の穴、今回の探索地点より下流にある可能性
注意　：山口の抜けられなかった「知恵の輪」は、昨年６月に岡山大学が事故を起こしている。決して無理に抜けようとしないこと。また、吸い込み穴は降雨時には一気に水量が増える。雨天時は合宿を中止する等、適切な判断が求められる。
プチ情報
岡山県（阿哲台）の洞窟へ入るには、各自治体への「入洞届」の提出が必要。また、緊急時のレスキューには（消防と協力して）岡山大学ケイビングクラブ（以下、岡大CC）が動くことがため、こちらへも連絡しておく必要がある。尚、最新の洞内測図も岡大CCが管理している。
宿泊場所を岩中作業所（老人の小屋）にする場合、手土産を忘れずに。岡山での合宿方法、詳細は荒波まで。
文責：鈴木彰高　
■東洋のドーバーを歩く　　　　　2/4 計画書　　有
活動場所　　　：千葉県旭市・銚子市
参加者　　　　：CL 鈴木(1) SL 田代(1) 荒波(4)

活動目的　　　：東洋のドーバー海峡と呼ばれる海沿いの道を歩く。
　　　　　　　　通蓮洞の先を見てくる。
内容・現地情報：活動目的達成
　　　　　　　　怪我なし
　　　　コースタイムよりも早く行動できた。いくつか滑って海に落ちそうな場所もあったが誰もそうならず怪我も無く良かった。通蓮洞の先は行くことは出来たが、海で道が塞がっていたので山を登って迂回して進んだ。

教訓　：足場の悪いところを長時間歩いたのと、海からの風で体力を思ったより消耗した。これにより計画書の休憩よりも回数を多くとってしまった。（休憩時間全体としては計画書より短かった。）
今後の発展　　：活動によってこまめに休憩を取るか、長時間休憩を取るかの違いを
　　　　　　　　学んだ上で、次回このような活動に行くときはどちらを選ぶかを
　　　　　　　　きちんと判断していきたい。
慶應義塾大学探検部　月一報告書
文責：　明石知也　　発行日　4/10
■アドリア海1000kmハイク 2/22～3/15
報告書　無
活動場所
：ティラナ（アルバニア）～トリエステ（イタリア）
　交通費に金をかけずに1000km進む
参加者

：CL倉田(2)　SL野崎(2)　明石(1)
活動目的
：体力向上、今後の海外活動の多様化に向けて 

内容・現地情報
：目的達成
・当初は徒歩のみでの走破を予定していたが、途中足を痛めてしまい、何度かヒッチハイクで進むこともあった。最終的には交通費0でイタリアに到着できた。
・ほぼ田舎の道路を歩いていたため、大きなトラブルはなかった。
・街に宿がない場合のためにテントを持っていたが、アドリア海沿岸には部屋を貸してくれる民家があちこち点在していたために、結局テントは使用することはなかった。
・国境付近になると、道路を歩いているためか怪しまれパトカーに停められ、パスポートを提示することが日常的に起こった。
教訓
：徒歩での進行は思うようにいかず、予定していた計画とは全く異なる日程になってしまった。出国前から訓練しておくべきだった。
今後の発展
：別の土地でも再び長距離ハイクに挑戦する。滞在期間が短かったために、体力的に辛いスケジュールだったため、次回はもう少しゆとりのある日程の活動にしたい。
▼月一会場にて　

Ｑ他の費用は？
　　→朝食代（２０００円）、夕食代（１０００円）　計　約１日５０００円

　1日３０キロ歩いたが、ヒッチハイクに応じてくれる人は気さくで楽しかった

アルバニアでは東洋人がかなり珍しいらしく、とても目立った。　

　地図は現地調達
亜細亜大学活動報告

１２・１月度月一資料
· ラフティング

【期間】２０１０年１１月２０日(土)

【場所】東京、御岳
【選手】８人

【内容】午前、競技ダウンリバー

午後、交流ファンラフト(ダウンリバー)

夜、懇親会と結果発表in一橋大学

月一会場にて
春休みはリバベン強化合宿が。
２／２７～３／２はスキー合宿で部員４０名が参加。

震災の影響もなく順調に活動しています。

今後の活動予定

· もう一つの東海道駅伝

· 冬合宿

· 追いコン

■拓殖大学探検部　月一報告書
文責：松本　瑠　　発行日：３月２４日
■那須岳登山合宿



報告書　無
活動場所
：栃木県那須郡那須町
参加者

：石橋(学三)・五味(学二)・坂部(ob)・荻野(中央大ob)
活動目的
：今の拓大には雪山技術が無い為、初心者レベルからの雪山技術の習得。
内容・現地情報
：朝新宿に集合し、３時間ほどで大丸温泉到着。そこから峰の茶屋まで登り、お鉢巡りをした後に那須岳避難小屋へ。次の日は早朝から峰の茶屋まで戻り、下山ルートを変更(装備の不備、体力を考え)し、行きのルートを下山。
教訓
：今回は初の雪山だったので、技術習得よりも体験に近いものから始めたので入山前に耐風姿勢の講習を行った以外は細かな指導をせず、実際の雪山を体験する中で感覚をつかんでもらうことに努めた。石橋・五味両隊員は、急傾斜での難しいトラバースも難なくこなすなど、特別な指導がなくとも、フラットフィッティング、フロントポイント、キックステップ等の歩行技術を獲得していた。反省点としては、計画段階で４人全員集まれず部内に雪山の経験者が皆無という環境にあって、次回以降の雪山登山の計画書をいかに適切に審議していただくかという問題についても、あわせて今後の課題として提起させていただきたい。

今後の発展
：今後はミーティングを重ね、４月に谷川岳で同じメンバーで前回あまり出来なかった雪山技術(雪洞作りなど)を重点的に行う予定。
■富士風穴2011
　２月２８日～２９日

報告書　　無
活動場所
：山梨県南都留郡富士河口湖町精進　富士風穴
テン場　道の駅「なるさわ」
住所　山梨県南都留郡鳴沢村８５３２－６３
参加者

：CL　志水（２）SL　北崎（３）記録　石井（３）会計　田島(２)

　　　　　　　　　装備　松本（１）医療　渡辺（１）
活動目的
：隊員間の交流、ケイビングに親しむこと
内容・現地情報
：28日20：00に部室に集合。途中、道に迷いながら道の駅なるさわに到着。細い道が連続して続く道を行ってしまいドライバーは神経が削られてしまった。
翌日ラーメンを朝食にして出発。最初に風穴に入洞。先に続く穴が分からず時間をロスしてしまう。最深部へ繋がる道は発見できなかった。以前とは地形が変わっているらしい。
　　　　　　　　次に氷穴に入洞。ここでは完璧にレクリエーション目的で活動。地面がスケートリンクのようになっていてとても楽しめた。新入生に活動の取っ掛かりとして紹介するには最適だろう。
教訓
：事前に風穴内の洞内図を調べておけば迷わずにすんだと思う。活動に際しては事前の下調べが大切なのだと分かった。洞内の地形が変化しているように思われるのでこれからの調査も実地したいと思う。
今後の発展
：多くの大学が新歓合宿で利用しているのがわかるように。風穴、氷穴は特別な技術が必要なく１年生が活動するのにも簡単である。一年生の活動の幅を増やすための合宿として確立させたい。
▼月一会場にて
　　Ｑ：富士風穴の中が変わったと言っていたが、どのように変わっていたのか？

　　　Ａ：去年奥に進めたのに進めなくなっていた。ちょっとした穴があった。落盤か？

　　　　→ルートを間違えただけじゃないのか？
■新歓プレ合宿




３月８日～１１
報告書　無
活動場所
：東京都　御嶽駅、奥多摩駅周辺
参加者

：CL：松岡（１）SL：渡辺（１）装備・食料：佐々木（１）
　　　　　　　　　会計・食料：田中（１）記録・医療：宮本（１）渉外・会計：中島（１）
　　　　　　　　　気象・資料：松本　内田（２）鹿野（２）隈本（２）五味（２）
志水（２）田島（２）望月（２）
活動目的
：（１）新歓合宿成功の為の下準備　（２）１年生技術向上のため
　　　　　　　　　(３）初めての合宿運営になれるため（４）新歓合宿にむけて御嶽の
　　　　　　　　　歴史、地形をもっとよく知るため
内容・現地情報
：当初は８日からの予定だったが大雪のため一日ずらしての合宿となった。そのため合宿の日程も少しの変更を余儀なくされた。
一日目はラフト隊、ケイビング隊に分かれて行動した。ラフト隊はスローロープやフローティングポジションの確認、一部の一年生はラフトボートの操船技術の練習を行った。この日は２本下り、練習と新歓の下見を重点的に行った。
ケイビング隊は川乗山登山道付近にあるちょうちん穴の下見へ。洞窟までのルートや新歓当日に行うレクリエーションの予行演習を行った。その後は小作駅の近くにあるボルダリングジム「caramba」に行きボルダリングの下見を行った。
二日目は全体でのラフトの活動と各隊に分かれてケイビング、廃線・廃ロープウェイ、鍾乳洞の活動を行った。ラフト、ケイビングは前日と殆ど同じ動きをした。廃線・廃ロープウェイは水根線と奥多摩湖ロープウェイを捜索。鍾乳洞は日原、大増を見学した。
三日目は各隊行動。鍾乳洞の隊だけ前日とは別の、大岳鍾乳洞、大滝、払沢の滝を見学した。この日に解散予定だったが地震により学校に一泊した。
教訓
：多くの隊員が準備不足を体感した。やはり合宿を計画する上で下調べのしめる割合は計り知れない。
一年生どうしでの話し合いが合宿中にあまりできなかった。ミーティングなどは頻繁に行っていたが活動中にはあまりしていない。これにより次になすべき行動が率先してできなかったと思う。あげていけば反省はきりが無いがこれを新歓本番に改善していけば良い合宿になると思う。
今後の発展
：順延などがあり色々と大変な合宿となってしまった。問題点はやまほどあるがこの合宿で得たものは大きい。当初の目的の歴史、地理を知るという点はもう少し努力が必要だ。実際合宿終了時に小河内ダムの読み方をしらなかったのはまずいと思った。自分の活動場所以外にも調べることが多い。この行動をするかしないかで合宿の良し悪しが決まるのだと思う。

月一会場にて

　準備不足の痛感
■早稲田大学探検部　月一報告書

文責：佐野 洋輔　発行日：2011年4月16日
■日和田山クライミング3回　　　・2/3＆2/21＆4/15　報告書：無し

活動場所：埼玉県日高市高麗本郷、日和田山のゲレンデ

参加者：大平(5)、佐野(4)、佐藤(2年、2/21のみ参加)、山下(部外、2/21のみ参加)

活動目的：フリークライミング技術全般の向上

内容・現地情報：リードクライミング中心に、それぞれのレベルに合わせて登る。マルチピッチを想定して、リード→セカンドのビレイという手順で登った。平日のなのでほとんど人がおらず、ほぼ待たされることはなかった。

教訓：それぞれジムに通って基本ムーブを覚える。

今後の発展：マルチピッチ（双子山中央稜、城山）、スラウェシ島沢登り（夏）

■読図訓練　


2011/3/24-25  報告書：無
活動場所：埼玉県入間市金子駅西北の里山（七国峠周辺）

参加者
：CL永吉(2)、SL佐藤(2)、白沢(2)

活動目的：読図能力の養成

内容・現地情報：全員で目標ポイントを指定し、一人ずつ順番に山域を読図・ルートファインディング・藪こぎしながら目標ポイントまで移動、到着したら（若しくはしたと思ったら）GPSで確認を行う。金子の里山は、早大探検部が読図訓練でいつも利用する場所。地形が複雑で、登山道の表記も信用できないため、読図練習に適している。

教訓：もっと練習をこなす。

今後の発展：なし

■奥多摩三山縦走２０１１

2011/4/2-3 報告書：無

活動場所：東京都西多摩郡奥多摩町、桧原村（大岳山、御前山、三頭山）

参加者：CL永吉(2)、佐藤(2)

活動目的：二年生の山力強化、体力づくり、読図力強化。

内容・現地情報：

１日目　鳩ノ巣駅にて前夜泊

２日目　鳩ノ巣→大楢峠→御岳山→大岳山→鋸山→御前山→御前山避難小屋

３日目　御前山→月夜見山→三頭山→バス停“小河内神社”（ヌカザス尾根経由）

教訓：

今後の発展：なし

■Gua Corome(チョロメ洞窟)ファンケイビング2011/4/3  報告書：無

活動場所：インドネシア、ジャワ島、Gunung Kidle地区のチョロメ洞窟

参加者：佐野(4)、ACINTYACUNYATA SPELEOLOGICAL CLUB (以下、ASC)より3名、MAPALA UIより1名

活動目的：ファンケイビング及び写真撮影

内容・現地情報：チョロメ洞窟は総延長1500m程度の横穴。この日は豪雨により洞内河川が増水して、奥までは進めず。

教訓：雨季のケイビングは増水に充分気をつける。

今後の発展：ASCの遠征に参加

■橋上SRT訓練　　2011/4/4＆4/6　報告書：無

活動場所：インドネシア、ジャワ島、ジョグジャカルタの橋(高さ16ｍ)

参加者：佐野(4)、ASCより３名、MAPALA UIより1名

活動目的：SRT技術の確認及び反復練習

内容・現地情報：橋の上から下降・昇降を繰り返す。ノットの通過。SRTの装備が日本と少し違う。また安全意識と効率性の違い。

教訓：熱帯地方では下降器が摩擦で熱を発しやすい。ロープを溶解させないため、日本よりもゆっくりと下降する。

今後の発展：ASCの遠征に参加

■Gua Gareng(ガレン洞窟)ファンケイビング　　2011/4/9　報告書：無

活動場所：インドネシア、ジャワ島、Gunung Kidle地区のガレン洞窟（水穴）

参加者：佐野(4)、ASCより２名、ソロの大学より10名以上

活動目的：インドネシアの洞窟に慣れる

内容・現地情報：ライフジャケットを着て、泳いで洞内河川を遡る。中規模の洞窟。

教訓：増水に充分に気をつける。

今後の発展：ASCの遠征に参加

■Gua Cokro（チョクロ洞窟)

2011/4/10　報告書：無

活動場所：インドネシア、ジャワ島、Gunung Kidle地区のチョクロ洞窟（竪横複合型）

参加者：佐野(4)、ASCより５名

活動目的：インドネシアの洞窟に慣れる

内容・現地情報：１ピッチ20ｍの竪穴＋数百ｍの横穴。

教訓：なし

今後の発展：ASCの遠征に参加
▼月一会場にて

インドネシアと国内のテントハーネスの形・付け方・下降器が異なっていた
さらにやり方も異なっていた。

具体的には

日本はセルフビレーが１か所だが、インドネシアは２か所セルフビレーを取っている。

日本とインドネシアの洞窟の違いとして

インドネシアは熱帯地域なので洞窟の中が寒くないということ、中の生き物は入洞して２００，３００ｍでゴキブリがうじゃーっといる。
ＡＳＣとは？
海外から受け入れている団体

■立正大学探検部　月一報告書
文責：家子和　　　　　　発行日3月29日
■ベトナム南北調査2/28～3/24

報告書　無
活動場所
：ベトナム

山間地—サパ、カットカット村、バックハー、バンフォー村、ナホイ村、
紅河地帯—タムコック村
メコンデルタ地帯—ベンチェー村
参加者

：家子（1年）
活動目的
: ベトナムの農村・山岳地実態調査
内容・現地情報
：北部と南部では、気候・言語・習慣などにかなりの差があり、違う国のように感じた。
教訓
：予定に余裕がありすぎた。農村では字を読めない人がほとんどで質問がほぼできず、記録のみになってしまった。
今後の発展
：記録用紙をまとめてしっかりとした報告がしたいと思う。
▼月一会場にて
　　　　　　　調査のために、ベトナム語で用意したが、現地の人で文字が読める人がいなかったため、考えていた調査ができず、いい結果が得られなかった。
■北山、熊野川リバツー

2011/3/11～15

報告書　無
活動場所
： 北山川、熊野川(奈良県、三重県、和歌山県)
参加者

：坂口、河原(4年)佐藤(CL)、松井、藤川(3年)、笹本(2年)
活動目的
：リバツーリング
内容・現地情報
：ダムの放流がなく水量が少なかったため、上流の区間を下ることができなかった。また、津波の影響で河港近くまで降下はできなかった。

北山川、熊野川が流れる紀伊半島南部は年間降水量が3000ミリ以上あり、日本屈指の多雨地域です。また、古来より修験道として知られており老若男女問わず、この地を目指しました。

　　　　　　　　熊野川は修験道と共に世界遺産に登録されています。
教訓
：たまにはのんびり、ゆったり川下りするのもいいもんだ
今後の発展
：渓谷が美しいので新入生に川の楽しみを伝えるには最適だと思う。
　　　　　　　　

■ 奥の細道陸奥路踏破


2/14～3/8
報告書　無
活動場所
：東京～宮城
参加者

：冨岡（1年）
活動目的
：松尾芭蕉の奥の細道をたどって東京から宮城県の松島まで歩いていく
内容・現地情報
： 2/12～3/8までの25日間で、テント泊を基本として1日25ｋｍくらいのペースで踏破しました。

　　　　　　　　　旧道は交通量が多いが歩道の整備がされていない所が多かった。栃木以降は、奥の細道を辿っていると伝えるとより詳しい道を教えてもらうことができた。福島から宮城の県境越えは、ずっとのぼりでつらかった。
教訓
：合宿の期間が長かったので、だらけることもあった。自分のペースがわかっていなく時間を持て余す日が多くあったので次回はペース配分をしっかり考えたい。
今後の発展
：奥の細道の続きを歩きたい。
■日本大学探検部　月一報告書
文責：小泉勇太朗　　　発行日2011年3月29日
■For 35th(step 1)
2月11日～2月12日
報告書　無
活動場所
：東京都青梅市　多摩川　御岳渓谷
参加者

：CL藤田（3）　下田（4）
活動目的
：ラフティングの技術向上
内容・現地情報
：活動報告を行っていません
教訓
：活動報告を行っていません
今後の発展
：活動報告を行っていません
▼月一会場にて

寒すぎて下れず。２人でラフトは危険だ。
■もう一つの東海道駅伝


　2月12日～2月13日
報告書　無
活動場所
：日本橋～芦ノ湖
参加者

：亀井（2）　馬屋原（2）　中野（1）　小泉（1）　高橋　（1）
　　　　　　　　　藤田（1）　鈴木（1）　高山（1）　木村（OB）　
活動目的
：ごみ拾い
内容・現地情報
：活動報告を行っていません
教訓
：活動報告を行っていません
今後の発展
：活動報告を行っていません
■雪上訓練


2月18日～2月20日
報告書　無
活動場所
：山梨県　富士山
参加者

：CL荷出（3）　春藤（3）　藤田（3）　亀井（2）　中野（1）
活動目的
：冬山の基礎技術習得
内容・現地情報
：活動報告を行っていません
教訓
：活動報告を行っていません
今後の発展
：活動報告を行っていません
▼月一会場にて
雪山技術を持ってる人が現４年しかいないため、これから下級生は習得していきたい。
■秒速98センチメートル　2月22日～2月26日
報告書　無
活動場所
：東京都青梅市　多摩川　御岳渓谷 

参加者

：CL小泉（1）　下田（4） 藤田（3）　亀井（2）馬屋原（2）　高橋（1）
活動目的
：ラフティング技術の向上 

内容・現地情報
：活動報告を行っていません
教訓
：活動報告を行っていません
今後の発展
：活動報告を行っていません
■雪山道場　八ヶ岳　2月24日～2月28日

報告書　無
活動場所
：山梨県　八ヶ岳
参加者

：CL荷出（3）　中野（1）
活動目的
：雪上訓練の復習 

内容・現地情報
：活動報告を行っていません
教訓
：活動報告を行っていません
今後の発展
：活動報告を行っていません
■雪山道場　鳳凰三山
3月3日～3月8日
報告書　無
活動場所
：山梨県　鳳凰山周辺
参加者

：CL荷出（3）　春藤（3）　藤田（3）　亀井（2）　中野（1）
活動目的
：冬山の基礎技術習得
内容・現地情報
：活動報告を行っていません
教訓
：活動報告を行っていません
今後の発展
：活動報告を行っていません
■法政大学探検部　月一報告書
文責　　 比留間愛実   　　発行日　2011/3/29　
■新歓プレ　２０１１年２月１８日(金)～２２日(火)
活動場所
：八丈島
参加者

：CL斎藤(２) SL秋野(２) 滝川(２) 高橋(２) 武藤(２) 比留間(２)
活動目的
：新歓プレの下見、ブッシュ、廃壕探索、釣り、キャンプファイヤー
内容・現地情報
： 活動目的達成ならず。
　　　　　　　　　ブッシュ、現地把握は出来たが、暴風(雨)のためテントに引きこもる
生活が２日ほど続く。
　　　　　　　　　ＡＮＡマイレージクラブに加入すると飛行機代が結構安くなる(２１
歳以下)
教訓
：悪い出航状況が続く場合は、少し日にちを置いた方がよい。
今後の発展
： 

■由利島無人島合宿　２０１１年３月１日(火)～４日(金)
活動場所
：由利島　（愛媛県松山市）
参加者

：CL滝川(２) 森(社) 多田(社) 斎藤(２) 武藤(２) 秋野(２)
活動目的
：無人島活動経験の向上　卒業生の卒業旅行
内容・現地情報
：各自のレベルで食料調達（海水から塩をとる、釣り等）
教訓
：行く季節と食量が大事
今後の発展
：
【次回報告】
題名・期間
：フィンランドルポ作品創造合宿 2011年3月11日(金)～30日(日)

活動場所
：フィンランド
参加者

：CL白木原(３)　 SL滝川(２)　斎藤(２)
活動目的
：ドキュメント作品創作、小説作成イメージ取得、サンタへプレゼント
■東海大学探検部　月一報告書
文責：三田将平
■竜ヶ岩洞ファンケイビング
期間：1月16日　報告書　　無
活動場所
：竜ヶ岩洞（静岡県浜松市北区引佐町田畑193）
参加者

：CL 三田(2)　遠藤(4)　長嶺(4)　中野(3)　夏目(3) 
神奈川大学 高島(1)
活動目的
：ケイビング技術向上
内容・現地情報　：竜ヶ岩洞は石灰岩で形成される鍾乳洞である。一号洞は総延長1046ｍで、そのうち約400ｍが観光洞として公開されている。今回は観光洞を見学すると共に、全長120ｍの二号洞へ入洞してケイビングを行った。
未公開部分(二号洞)ではクラックの通過や狭い個所が数か所あり、ケイビング技術の向上に繋がった。
教訓　　　　　　：
今後の発展
：４回生とは最後の合宿となった。
■徒歩族
期間：2月16日～28日

報告書　　無
活動場所
：東海道（京都～名古屋）
参加者

：CL 宮田(3)　山下(1)　山邉(1)
　　　　　　　　　（内容は未報告なので、次回に発表いたします）
※３月後半に大峯奥駆道縦走・無人島合宿などを予定しておりましたが、震災の影響により中止しました。
■タワ尾根読図
　　期間：4月17日

　　　　報告書　　無
活動場所
：奥多摩・タワ尾根
（東京都西多摩郡奥多摩町）
参加者

：CL 三田(3)　菅沼(3)　石井(3)　山下(2)　竹内(2)　真壁(2)
活動目的
：読図の確認。
内容・現地情報
：全行程を歩き、目的は達成した。

奥多摩の日原から北西に伸びる尾根・タワ尾根を読図をしながら登った。奥多摩山塊の中では比較的なだらかな尾根で歩きやすいが、途中で岩が尾根を塞いでおり、且つ地形図からはその情報を得られないので注意を要する。
教訓　　　　　　：花粉が酷く参加者の中に辛そうな人がいたので、花粉情報も予め調べる。
今後の発展
：２回生の読図技術の徹底。
関東学生探検連盟　部長会
2011年4月18日　拓殖大学 18:00～
文責：村瀬大地

本日はお忙しい中、ご出席いただきありがとうございます。
各大学とも代替わりを済ませ、新体制に移行したことかと思います。
そこで各大学の代表同士の顔見世や、お互いの情報やノウハウを交換し、各部に還元して頂ければと思います。

論題：新歓期の特徴
1.親入生への勧誘方法
新入生を引き付ける、ビラやポスターに工夫している点 等


2.新入生へどのような説明をしているか
(安全対策の説明をしている。年間の経費を説明している 等、部の魅力を伝える工夫)


3.新入生歓迎合宿について
活動内容・場所・費用・新入生を楽しませる工夫 等


4.新歓期の昨年と今年の変更点・改善点


上記の4点について、最低限発表をして頂きたいと思います。
さらに話が膨らむ大学がありましたら、時間の許す限りお願いいたします。

話し合いを円滑に進めるためにも、皆様のご協力のほどよろしくお願いいたします。
*空白部分は、メモ等ご自由にお使いください。
関東学生探検連盟役員からのお知らせ
文責：村瀬大地

◆Googleカレンダーで年間スケジュール、今後の月一や総会の日程を見ることが出来るようになります。
◆2011年関東学生探検連盟役員議事録を見ることが出来るようになります。

近日、関東学生探検連盟の加盟している各大学の探検部員どなたでもGoogleカレンダーと役員議事録が閲覧可能になります。
各大学の合同合宿の日程を組みやすくする、情報の共有が主な目的です。

グーグルカレンダー・議事録についてはHPに載せる予定です。
HPの準備が整い次第載せ、後日改めて連絡させていただきます。
これからも関東学生探検連盟は､さらなる発展をし続けます!
何卒よろしくお願いします。
